
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 梅雨入り・梅雨明けの予想 
（１）目的 

昨年行った研究の結果をもとに，過去の気温や降水量などでどのデータが梅雨

入りや梅雨明けに関わりが深いか調べ，今年の予想を行う。 

（２）仮説 

 ○暖冬だと梅雨入りが早く，今年の冬は平年並みの気温だったため，梅雨入り

も平年並みではないか。 

○今年は桜の開花日が早かったため，梅雨入りは遅くなるだろう。 

○今年はラニーニャ現象が終わり，エルニーニョ現象が発生すると考えられて

いるため，梅雨入りは早いだろう。 

⇒ 梅雨入りは６月１日～４日ごろとして予想した。 

（３）仮説を確かめる方法 

○1991～2022 年のデータから，梅雨入りが早い・遅い・平年並みだった上から

５～７番目の年の傾向を調べる。 

○エルニーニョ現象，ラニーニャ現象での梅雨入りと梅雨明けの傾向を調べ

る。 

（４）使用したデータ 

○梅雨入り・梅雨明けした日（1991～2022 年） 

○１～４月の日照時間・月の合計降水量（1991～2023 年） 

○冬と前年の夏の気温・湿度３か月平均（1991～2023 年） 

○１～４月の海面の月平均気圧（1991～2023 年） 

○桜の開花日（1991～2023 年） ○３月の月平均気温（1991～2023 年） 

○エルニーニョ現象・ラニーニャ現象の発生期間 

天気の研究～梅雨予想＆週間天気予報～ 
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６ まとめ 
・2023 年の梅雨入りした日は５月２９日ごろであった。このことから，気温や湿度，桜の開花日，降水量をもとにした梅雨入りの予想とはずれていたので，

梅雨入りの予想には適していないデータだと考えられる。一方，ラニーニャ現象や日照時間をもとにした予想はだいたい当たっていたので，梅雨入り予想に

適したデータだと考えた。また，今年は梅雨の期間が例年よりやや長めだったが，梅雨の特徴が分かりやすい天気だったため，速報値と確定値は大きく変わ

らないと考えられる。 

・週間天気予報から，晴れの日が一番正解数が多く，くもりや雨の日よりも当たりやすいことが分かった。月ごとの正解数をみると，６月の正解数が非常に

少ないことから，６月は天気が当たりにくい月であることが分かる。また，春の典型的な天気では，３～４日周期で天気が移り変わるので，このことを考慮

して予報を行うと，４月の正解数が増えたのではないかと考えた。 

７ 感想 
 昨年の研究で，梅雨入り，梅雨明けの予想をし，確定値で当たっていたので，今年も同じデータを用いて予想したが，昨年ほど当たらなかった。今回用い

たデータの他に，どのようなデータが予想に適しているのか調べていきたい。週間天気予報では，なかなか予報が当たらなかったので，もっと精度を上げる

ために天気図以外の有効なデータを探したり，気象庁がどのようなデータをもとに予想をしているのかも調べたりしていきたい。 

 

昨年行った科学研究をもとに，梅雨入り・梅雨明けを豊富なデータから予想しています。また，今回の研究では，「自分の天気予報と新聞の天気予報，どち

らがよく当たるのか？」という思いから，気団等の基礎的な知識をふまえて，週間天気予報も行っています。さらに的中率を上げるためには，どうすればよ

いかも考察しています。数か月にわたる長期の調査は，圧巻です。 

 

 

 

２ 研究の計画 
（１）天気に関する知識の本やインターネットで

の調べ学習 

（２）梅雨入り・梅雨明け予想に使用するデータ

の分析 

（３）天気図等を用いた週間天気予報 

１ 研究の動機 
 昨年，梅雨予想の研究を行った。昨年の研究では，梅雨入りと梅雨明けを予想した際，速報値では予

想が当たらなかったが，９月に発表された確定値ではおおむね予想が当たっていたので，今年は昨年の

データをより良いものにして，予想を当たりやすくしたいと思った。また，今年度も梅雨予想を行うこ

とで，集めたデータを利用して梅雨予想を行うことが有効かどうかを調べたいと考えた。 

さらに，昨年の研究では，どうすれば週間天気予報が当たるかも考察したので，この考察を踏ま

え，週間天気予報にも挑戦したいと思い，研究をするに至った。 

４ 梅雨入り・梅雨明け予想に使用するデータとその分析 
（１）データ分析の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○エルニーニョ現象とラニーニャ現象の発生期間 

 

５ 週間天気予報 
（１）方法 ⇒ ４月１日～８月１３日の期間の毎週日曜日の夜に，気象庁の天気図や観天望気をもとに１週間の天気予報を行う。 

（２）週間天気予報の一例           （３）結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 自分が予報した天気の月ごとの的中率 
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○1991～2023 年の桜の開花日 

⇒桜の開花日が早めの中央値あたりのときに，梅雨明けが遅くなること

が多い。３月の気温が高いときに，梅雨明けが遅くなることが多い。 

 


